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第６章 屋外広告物の表示等の制限に関する事項 

［景観法第８条第２項第４号イ］ 

 

第１節 基本的な考え方 

 

屋外広告物は、壁面広告や野立広告物などの典型的な広告だけでなく、はり紙やのぼり、ネオンサ

イン、アドバルーン、建物等に投影される画像など、多種多様なものがあり、身近な場所で日常的に

目にすることから、建築物や工作物等と同様に、まちの景観を構成する重要な要素となります。 

また、屋外広告物は、様々な情報の発信により、日常生活や経済活動にとって大きな役割を果たす

とともに、まちの賑わいを創出する機能がある一方、無秩序な掲出は、良好な景観を阻害する要因に

もなってしまいます。 

そのため、建築物や工作物等に対する景観誘導に併せて、屋外広告物の表示や屋外広告物を掲出す

る物件の設置についても、地域特性や周辺景観との調和に配慮した適切な景観誘導を図り、一体とな

って良好な景観形成に取り組むこととします。 

さらに、屋外広告物の表示等については、先に述べた地域特性や周辺景観との調和はもとより、安

全性を確保するという視点も重要となります。 

特に、交差点部においては、野立広告の掲出がドライバーの注意を削ぎ、交通事故の要因にもなる

ことから、屋外広告物の掲出について配慮が必要です。 

 

 

第２節 八代市の屋外広告物の現状と問題点 

 

市内の屋外広告物については、国道３号や県道八代港線の沿道を中心に、周辺のまちなみ景観や自

然景観と不調和な屋外広告物がみられます。 

特に、主要幹線道路の交差点部に、大型の屋外広告物の乱立がみられますが、周辺都市と比較する

と、際立って問題となっている箇所は、比較的少ない状況です。 

しかし、今後は、八代妙見祭神幸行事のユネスコ無形文化遺産への登録や外国クルーズ船の寄港等

による来訪者の増加を契機として、商業意欲の増加が想定され、これに関連して屋外広告物が乱立し

てくる可能性があります。 

そのため、屋外広告物の規模、色彩、意匠（デザイン）等に関して、地域特性や周辺景観と調和し

たものとなるよう、適切な景観誘導が必要となっています。 
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第３節 屋外広告物の表示等に係る景観誘導指針 

 

前述の基本的な考え方に基づき、屋外広告物の表示等に係る景観誘導指針を、次のとおり定めます。 

本指針については、八代市景観計画における独自の景観誘導指針として設定しています。 

また、現在、市では、熊本県が制定する「熊本県屋外広告物条例」に基づく規制を行っていますが、

今後、前述の基本的な考え方を具体化していくため、「熊本県屋外広告物条例」との連携により、市

民や事業者の意識向上を図りながら、景観誘導指針に基づく屋外広告物の適切な景観誘導に取り組ん

でいきます。 

なお、必要に応じて、「熊本県屋外広告物条例」における規制区域の変更の要望や、熊本県からの

屋外広告物行政の権限移譲についても検討します。 

 

【屋外広告物の表示等に係る景観誘導指針】 

 

 面積・高さ・数量は、必要最小限とする。 

 無秩序に設置することを避け、集約化に努める。やむを得ず連立する場合は、規模・色彩・

方向などの統一に配慮する。 

 色彩・意匠（デザイン）は、地域特性や周辺景観との調和を図る。 

 まちなみ景観を引き立たせる質の高い洗練されたデザインとなるよう努める。 

 建築物や工作物と一体感のある色彩・意匠（デザイン）となるよう努める。 

 景観資源への眺望や田園地帯・山間部などの自然景観を阻害しないよう配慮する。 

 動光、点滅照明、その他これらに類似するものは設置しないよう努める。 

 安全上の理由を除き、蛍光色や原色、反射効果のあるもの、電光表示装置等を用いて映像

を映し出すものは、表示または設置しないよう努める。 

 夜景の演出を工夫し、地域の魅力向上に努める。 

 自家用以外の貸し広告等を控える。 

 耐久性に優れた材料を用い、定期的な維持管理に努める。 

 景観重要公共施設については、特に屋外広告物の表示等に配慮する施設として位置づける。 

 景観重点地区や人が多く集まる観光地・観光施設、歴史的な街並みが残る場所においては、

屋外広告物を設置しないよう努める。やむを得ず設置する場合は、まちなみ景観のコンセ

プトと調和するよう努める。 

 


